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　市バス・地下鉄・ごみ収集、学校など、私たちの

暮らしに欠かせない公共サービス。

　「もっと便利に」など、日々様々なお声をいただ

きますが、それも現場で働く人がいてこそです。市

議になり早速、私たちの暮らしを支えていただいて

いる現場各所に赴き声を聞いてきました。

　これまで神戸市では、「ヤミ専従・パワハラ・不

当勤務」といった不祥事が大きな問題となり、市は

組織改善に着手してきましたが、その結果、現場は

本当に風通しの良い働きやすい環境になっているの

かもお聞きし、課題も共有しました。

　今、世の中は労働者不足が進んでおり、公共の現

場でも人材不足は深刻です。

　労働条件をしっかり

見直し、働きたいと思

える労働環境づくりが

急務です。

　必要な公共サービス

を維持していくために

も現場の声をしっかり

と受け止めていきたい

と思います。

し、須磨寺町の横断歩道を

はじめ市内７箇所で１年間

効果の検証が行われてきま

した。

　須磨寺町では、劇的な改善とまではいきません

が、一旦停止率の６％向上が見られました。

　今後、他の箇所での検証結果も出てきますので

これからどういった対策が良いかみなさんと一緒

に議論していけたらと思っています。

　健康維持への取組みは、まずは自身の健康状態

を知るのが肝心で、データで自身の健康を知るこ

とができる機会のひとつが健康診断ですが、年齢

や性別、病気の状態に応じて知るべき情報・とる

べき行動は様々です。

　技術革新により、簡易な血液検査ですぐに健康

状態がわかる時代になりました。

　知るべき情報を伝えるためにも、これからはタ

ーゲットを定めてこちらから出向く健診事業を展

開してはどうでしょうか？

　

　昨年、長田区で同趣旨のモデル事業を実施し効

果を感じているが、全市に拡げていくには大きな

財源が必要となる。まずは、モデル事業で得たデ

ータをガイドブック化し予防医療の啓発に努めて

いく。

カラー横断歩道のこれから

　2017～21年の５年間で、車にはねられて歩

行者が死亡した事故は全国で５,０５２件起き、う

ち７割は道路の横断中に発生。その３割が横断歩

道上で起きていました。

　こういった事態を受け、各自治体で横断歩道の

安全対策が講じられていますが、その内容は様々

なのが実情で、これといったエビデンス（証拠）

はまだないのが実情です。

　そんな中、神戸市は兵庫県警と連携し2022年

に「横断歩道のカラー化」の効果実証実験を開始

データヘルスで予防医療を進めよう

歩行者の死亡事故の７割
が道路横断中

新技術 ウェアラブルデバイス

【Ｒ６予算委員会で質問しました】

アウトリーチ型の健診事業を質
問 財源が必要なため、まずは

モデル事業で得られたデー
タを活用していく

回
答

　例えば、データを見ながら
カウンセリングを受けること
ができる「おやこ保健室」（山
口県、2023）
　ベビー・キッズに定期的な
ヘモグロビンチェックを勧め
て実施されました。今は、採
血不要・痛みなしで検査が可
能です!

　健康経営という考え方のもと、社員の健康

増進に積極的に取組む企業もあるので、企業

連携の視点も取り入れるよう要望しました。

　まだまだ途上ですが、神戸市で

は、民間と連携しデータやセンサ

ー等の先端技術を活用した予防医

療の取組みも始まっています。

カラー化の効果は６％!?

（手首や指、足など、体の一部に装着して使用する電子機器）

こんな取組みも始まっています！

『生きる』教育実践の現場から

働きたい現場をつくる必要性

虐待サバイバー、負の連鎖・・・根本原因にアクションをかける

1 2 3 4 5 6 7

70

60

50

（％）

施工前

56％
１
週
間
後

１
カ
月
後

２
カ
月
後

３
カ
月
後

６
カ
月
後

１
年
後

カラー化実験前後の一旦停止率 【須磨寺町交差点】

施工後平均

62％

62 62

54

66
62

66

【須磨区須磨寺町３】


	表面A4(R６年４月)-s2
	裏面A4(R6年4月)-s2

